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令和元年度 第２回 福岡市総合図書館運営審議会 議事録 
 
１ 日 時：令和２年３月２７日（金）15：00～16：20 
 
２ 場 所：福岡市総合図書館 ３階 第２会議室 
 
３ 出席者：委 員）高橋昇，西川秋生，渡邊由紀子，国広奈穂子，西村早苗，香川純子， 

白根恵子，脇川郁也，青沼美撫子，桐研次郎 
（計 10 名） 

      職 員）松本館長，内藤事業管理部長，若山運営課長，宮川図書サービス課長， 
小森文学・文書課長，八尋映像資料課長 他 

      傍聴人）２名 
 
４ 議事録 
１．開 会  

館長挨拶 
２．議 事 
  令和２年度事業計画について   
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＜令和２年度事業計画について説明＞ 

高齢者施設が団体貸出に登録するにはどうしたらいいか。 

団体の登録には，責任者が明確であり本の保管場所があること，会員数が２０人以上

であること，団体貸出を受けた図書資料を会員に対して定期的に閲覧又は貸出を行

うことが出来ることという条件がある。具体的な登録方法は，電話等で連絡をしてほ

しい。 

大学図書館とのネットワークの対象となる市内８大学とはどこか。 

九州大学，西南学院大学，福岡工業大学，福岡歯科大学，福岡女学院大学，福岡女子

大学，中村学園大学，福岡大学である。 

福岡県図書館協会の相互貸借事業では県内の学校図書館も含まれるようだが，小学

校，中学校，高校も入るのか。 

本館の場合，相互貸借の相手方は主に公共図書館である。 

ホームページのレファレンスが使い易くなっているのは評価する。ホームページの

中では，図書館の利用方法で予約サービスを案内している部分で，分館の表記はある

が総合図書館の表記がないので，総合図書館の図書は予約できないと誤解されるの

ではないか。 

内容を確認して修正する。 

南図書館が１７か月も休館することになるが，小さくてもいいので休館中も図書の

貸し借りができる代替施設を設置できないか。 

利用者には不便をかけると認識しているので，関係部局と検討協議している。 

早良南図書館が指定管理となるが，公募の際は早良南図書館と東図書館を同じ会社

にするのか，それとも別々に募集するのか。 

総合図書館の施設管理，東図書館，早良南図書館をそれぞれ公募する。 

指定期間は５年か。 

５年と考えている。 

図書館要覧の部数について，昨年は 350 部で今年は 300 部なのは何故か。 

ホームページに公開しており印刷物を減らす方向で進めている。 
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図書館要覧を議員に配布し図書館の現状を知ってもらい，予算を増やすことにつな

げてはどうかと考える。 

情報提供として，新聞，ラジオ，テレビへのプレスリリースの実績を項目に盛り込ん

ではどうか。 

事業の取組みは日々検討している。福岡市全体の限られた財源のなかでどこに重き

をおくかは市全体のテーマとしてある。広報の大切さは認識している。新聞社やテレ

ビ局にアクションをかけていく。広報活動については，事業報告の中で報告していき

たい。 

図書館の活動を市議会議員へ理解してもらうために，レファレンスを実際に利用し

てもらい図書館の必要性を感じさせてはどうか。 

レファレンスについては，福岡市議会事務局の調査法制課が議会図書室と連携しな

がら議員の調査業務を行うなど一定の役割を担っているが，図書館としても連携し

て行く。 

 

＜令和２年度予算および機構について説明＞ 

令和２年の組織の中で短時間再任用職員とあるが今までと勤務時間は同じだが地方

公務員法の改正で名称が変更になっただけか。 

そのとおりである。元年までは嘱託員の中に市の職員経験者を嘱託員として採用し

ていたが職の整理をする中で再任用とするよう地方公務員法が改正され，分館長が

短時間再任用職員と位置付けられたものである。 

前年度と比較して映像資料部門が変わっている。委員会が 1 つ減り，シネラ映像祭

がなくなっている。組織の変更は予算と関係があるのか。実績をみて変更することに

支障はなかったか。 

映像資料収集委員会がなくなった。資料を購入するのではなく寄贈のみとするので

委員会を開催する必要がなくなった。シネラ映像祭はシネラの年間事業の中で最も

費用対効果の悪かった事業であり、必要な見直しを行ったものである。 

予算の中で，子ども読書活動の推進についての項目が新設されているが，内容を尋ね

る。 

生涯学習課から子ども読書活動推進事業が一部移管されるもので，読書フォ－ラム

やスタンバード文庫などが含まれる。 

子ども読書活動事業の規模はどうなるのか。 

生涯学習課の業務見直しにより図書館に移管されるものであり，来年度に大きく変

えることは考えていない。 

スタンバード文庫を拡大する計画はあるか。 

これから考えていく。 

 

 

  ３．閉 会 

   事業管理部長挨拶／事務連絡 


